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　本号の扉には，落合慈之先生から『Decursus Morbi』をいただいた．神経救急の診療に関して，一般国
民に代表的疾患のDecursus Morbi（発症様式）の知識を広めることによって，不必要な救急受診を減らし，
必要な救急受診をし損なうことを避ける，という示唆に富んだ提言である．先生のご指摘のように，病名
と代表的症状は情報として流されているが，疾患ごとに発症様式がある程度タイプ分けできることを国民
に周知することも重要であろう．その他，本号の斉木先生による『パーキンソン病の分子生物学』では，
家族性については遺伝子の面から，孤発性については分子生物学的分析と発症形式の面から，詳しく解説
されている．
　立場上，計画を練ったり，文章を作成したり，ということがよくある．ところが，その最中に携帯電話，
院内 PHS，インターネットなどでしばしば中断が入る．さて，それに対応した後，もとの思考過程に戻
ろうとすると，どこまで考えていたのかを忘れていたり，いいアイデアが浮かんでいたはずなのに思い出
せない，という経験がある．もともと勉強の時に音楽を聴きながらという「ながら族」より自分は少し上
の世代であり，思考過程に入るとどちらかといえば静かな環境が必要である．最近の，携帯・PHS・イン
ターネット常時接続状況では，これらの呼び出しによって中断された際に，終了後リカバリーできるよう，
いつも気をつけるようにはしている．米国のオバマ大統領はブラックベリーというスマートフォンの愛好
家で，大統領職に就いた後もその使用を続けるかどうか注目されていたが，家族などごく親しい者との間
だけの連絡に限定するという条件で，現在も使っているとのことである．米国の大統領の重要事項決定思
考過程に，スマートフォンの呼び出し音がじゃまをしては大変である．ニューズウィーク最新号によれば，
情報を短期記憶に蓄積したあと，長期記憶に移動させる段階で分類が必要だが，このプロセスの間に中断
が入ると情報が失われる可能性があるのだという．
　若い世代は，このような思考中断過程への対処が上手なようである．私の子供たちは，勉強時は常に音
楽CDか FM放送を聞いていたし，医局の若い世代の医師たちはラップトップパソコンを操作しながらカ
ンファレンスに参加し，質問にも平気で答えている．私もカンファレンス中に症例に関連したキーワード
をパソコンのインターネットで調べることがあるが，それを本気で読んでいると，肝心のプレゼンの内容
をうっかり聞き漏らすことがあり，なかなか耳と目を 2カ所に同時に集中させるのは困難である．
　先日の将棋名人戦で羽生名人の長考中に，観戦記者がサインを求めるというとんでもないエピソードが
あった．羽生名人はサインに応じて，その後何事もなかったかのように次の手を指したと言うことである
が，何千手と言われるほどの読みをしている最中に，関係のないサインの求めに応じ，平気で好手を指せ
るからこそ名人なのであろう．
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